
　八千代市では、避難所となる体育館へのエアコン設置がいまだ0%で問題ですが、さらに、理科
室や図工室など特別教室へのエアコン設置は、他市との比較でも際立って遅れています。
　県内の特別教室へのエアコン設置率は、鎌ヶ谷市や野田市など１１の自治体で１００％、流山市
で９２．１％、船橋市で７８．７％など県内の設置率は６３．７％に対し、八千代市の特別教室へのエ
アコン設置率は、２７．９％で県内最下位レベルです。

八千代市の特別教室へのエアコン設置率は最下位レベル

　日本共産党の求めにたいして、教育委員会は「長寿命化改修による学校施設の老朽化対策な
ど早期に取り組むべき課題がある」と繰り返すばかりです。
　日本共産党からは「長寿命化改修は全体の費用を抑えるものなので理由にならない」と付け
加えたうえで、 あらためて「子どもたちが学ぶ環境を整えることを最優先で進めて欲しい。」そし
て「避難場所となる体育館へのエアコン設置は、防災の観点からも、関係部局と調整、連携し、
早急に備えるために、まずは計画に入れるべき」と求めました。

防災・減災そして子どもの学ぶ環境づくりを求めます

　国は、地域の避難場所となる体育館へのエアコンを設置する際の支援として「学校施設環境改
善交付金」があり、国庫補助算定割合をこれまでの３分の１から、３分の２へと補助率を引き上げ
ています。
　さらに国は、東日本大震災を教訓として、喫緊の課題である防災・減災対策を早急に進めるた
めに創設した「緊急防災・減災事業債」を延長して実施しています。
　６月議会の代表質問で日本共産党は市にたいし 「いつ来るかわからない大災害に備えるため
に国から示された交付金と事業債を活用し、早急に進めるべき」と求めました。

市は国からの緊急防災・減災事業債を活用せよ

　災害時の避難場所や投票所など、 地域の活動拠点にもなる公共施設である小中学校の体育
館へエアコン設置が進められています。
　文部科学省では、普通教室については比較的寒冷とされている地域を除き概ね設置が完了し
ていることから、 災害発生時に地域の避難場所としても利用される既存の体育館へのエアコン
設置計画の検討が進むと考えています。
　千葉県内の体育館エアコン設置状況は、 ５つの自治体で設置率１００％、 八街市で８１．３％、
市川市や四街道市でも７０％以上と学校体育館の空調設備の設置率が高い自治体が出てきて
います。 そんななかで、八千代市は未だ０％です。
●参照：公立学校施設の空調（冷房）設備の設置状況について ※文部科学省HP
　 　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2022/mext_01130.html

★裏面に文部科学省「小中学校空調設備設置状況（小中学校）」を掲載 ※千葉県分のみ

学校体育館へのエアコン設置はどうなっているの？
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